
赤阪正純 (httL“nupri web fc2 com) 求積の原理 (3)

υ=″2の グラフの 0≦ ″≦ 1区間を 10等分,20等分した場合を考えました さらに30等分,40等
分,… , と進めていきたいのですが,い くらなんでも計算がメンドウなので一般的にπ等分でやってみま

しょう

0≦ ″≦ 1を κ等分 した場合
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(長方形の面積の総和)=

(π +1)(2π +1)
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分割の幅をより小さくするには,″ をどんどん大きくしていけばよいので,つ まり,
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分割の幅を究極に小さくしていくと,長方形の面積の総和は :に収束します

言っまでもなく, この極限値|ま
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α″のことです  したがって, /
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という関係式が成立します 分割の間隔を究極に小さくすることで,ゴッゴッした長方形の面積の総和が滑

らかな曲線で囲まれた面積になったわけです
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●Bち ょっとテンションが上がってきたので,(※ )の πに具体的に大きな数を代入してみました

π 面積 S
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(100+ =033835

1000 = づさももll急 ==03338335

10000
(10000+1)(20000+1) 66676667 =0333383335

6・ 100002

100000
(100000+1)(200000+1) 6666766667

20000000000 =0.33333833335
6・ 1000002

1000000
(1000000+1)(2000000+1)    ,普吝ささ志:もlネP,お -0・

3333338333335
6・ 10000002         ~ 1
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一３ に近づいていることがわかりますね
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確かに,分割を細かくすればするほど,面積が 0333333… …= い
ハ一月υれ

珍注 長方形に分割する方法 |ま,外側から分割する場合と内ll」 から分割する場合の 2通 り考えられます

外側から分割する 内側から分割する

本来ならば,両方の場合で考える必要がありますが,実はどちらで考えても全 く同じである (つ まり同じ

極限値に収東する)こ とが『ダルブーの定理』によって証明されています (詳 しくは大学で学びます)よ っ

てあんまり気にしなくてよいです 僕は何となく外側から囲む方が好きですけどね

― より正確に言うと,「外側から囲んだ長方形の面積の総和の極限値」と「内側から囲んだ長方形の面

積の総和の極限値」が共に存在して一致するとき定積分が存在すると定義します 定積分が存在するとき,

リーマン積分可能である (ま たは単に積分可能である)と いいます (詳 しくは大学で学びます)

このように,古代の人は面積を「細かく分割して寄せ集めたものJと 解釈して求めていました.こ の手法

は,微分や積分計算の概念が全 くなく,極限の知識だけで面積が求められていることを意識してください

もう一度言いますが,こ の,本来は無限個の足し算で面積を求めるという手法が,実は微分の逆演算になつ

ているということをニュー トンとライプニッツが発見したのです これが微分積分学の発祥なのです


